
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第８号 名古屋市立大学病院 

      地 域 連 携 通 信  
2019.08 

 

地域医療連携センター 

℡ 052-851-5511（代表） 

℡ 052—858-7131（直通) 

 

 

 

名古屋市立大学病院では地域医療機関のみなさまにもっと便利に、もっ

と簡単に紹介患者さまのご予約をしていただくため、インターネット予

約を開始いたしました。ご要望いただいておりました医療機関のみなさ

まには大変お待たせをいたしました。みなさまのお申し込みを心よりお

待ちしております。 

ＣＴ（単純のみ） 
ＭＲ（単純のみ） 

胃カメラ 

心エコー 

同送のインターネット予約システム新規申込書よりぜひお申し込みください。 

診療科 

総合内科 こころの医療センター 

小児泌尿器科 いたみセンター  
 

検査 

ＣＴ（造影） 

インターネットによる予約可能な診療科 インターネットによる予約可能な検査 

ＦＡＸによる予約お申し込みも継続します。 

インターネットで予約がお取りできない 

診療科・検査 

 

１．24時間 365 日予約が可能 

２．登録料や利用料不要。 

３．患者さんの個人情報・診療情報はすべて暗号化（SSL暗号化通信）されており安心 

４．導入手続きが簡単（お申込み後、ID・パスワード到着次第利用可能） 

富士フィルムメディカル㈱のＣ＠ＲＮＡ Connect（カルナコネクト）を利用します。 

ここが使える！インターネット予約！！ 

消化器内科       乳腺外科 
肝･膵臓内科       整形外科 
呼吸器･アレルギー内科   産科婦人科 

循環器内科       小児科 
内分泌・糖尿病内科   眼科 
血液・腫瘍内科     耳鼻いんこう科 
リウマチ・膠原病内科  形成外科 
腎臓内科        皮膚科 
脳神経内科       泌尿器科 
消化器・一般外科    放射線科 
呼吸器外科       脳神経外科 
心臓血管外科      歯科口腔外科 
小児外科 

 



 

 

 

 

お問合せ先 

地域医療連携センター 
℡ 052-858-7131（直通） 

renkei@med.nagoya-cu.ac.jp 

地域医療連携フォーラム 
～ 当院は顔のみえる連携を大切にしています ～ 

 

11 月 16 日（土）17:30～（予定） 

名古屋観光ホテル 

（名古屋市中区錦 1 丁目 19-30） 

各診療科の医師が先生方をお待ちしております。 

ぜひご予定ください。 

桜山地域連携勉強会 
 

「胆膵疾患の最新医療を紹介します」 

① Spy Glassの実際 

② ステント治療の実際 
 

名古屋市立大学大学院医学研究科  

消化器・代謝内科学 講師 林 香月 

 

日 時：2019年 9月 4日（水）19：30～21：00 

場 所：名古屋市立大学病院 病棟･中央診療棟 4階  

第一会議室 

胆膵疾患の診断/治療において、ERCP（内視鏡的逆行性胆膵管造影）と 

EUS（超音波内視鏡）が欠かせないモダリティです。 

ERCP関連手技では、胆管/膵管内の直接観察が可能な直径 3.5mm の 

最新胆膵管鏡の SpyGlassを積極的に使用し、100例以上施行しており 

ます。診断困難な PSC（原発性硬化性胆管炎）、 

IgG4-SC（硬化性胆管炎）や治療困難な巨大胆管結石、 

膵石治療に有用です（右図：難治性膵石）。 

EUS関連手技では、EUS-FNAを胆/膵臓腫瘍、腹腔内 

リンパ節以外にも後腹膜や縦隔腫瘍でも行っております。 

また、学会より制限提言がある胃内から肝内胆管へ金属ステントを留置する 

EUS-HGS(肝胃吻合術)は当院では指導医が充実し施行可能です（右図：HGS）。 

9/4（水）の桜山地域連携勉強会で従来は外科的治療であった膵仮性嚢胞 

ドレナージ術について、本邦では施設限定治療をご紹介させていただきます。 

（右図：HOT AXIOS 当院で施行可能） 

2019年 7月 1日より、地域連携主任薬剤師を拝命しました近藤祐樹です。私は主に 

外来化学療法室での抗がん剤調製や、入院中のがん患者さんの薬剤管理指導などの 

業務を経て、今年で 4年目を迎えます。 

地域連携主任薬剤師は、入院中の患者さんが行っている薬物療法が、退院・転院後に 

も継続できるようにすることを使命として与えられています。 

これを実現するためには、転院先病院や在宅医等への薬物療法に関する情報提供や、 

転院先病院からの薬物療法に関する希望の確認、薬物療法上の問題点の調整が必要と 

なります。そのために、院内の医師・看護師・薬剤師と連携し、取扱いの少ない薬剤や、高 

価な薬剤から安価な薬剤への切換えの必要性などを検討しながら、円滑な退院・転院の 

実現を目指したいと思います。 

名市大病院と地域の医療機関との連携を深め、地域医療へ貢献出来るよう努めて参りた 

いと思いますので、皆様からのご指導、ご教示をいただけますよう、宜しくお願いいたします。 

退院・転院の際の薬剤調整でお困りの際は、ぜひご連絡くださいませ。 

 

胆膵疾患の最新医療 

消化器代謝･内科学 

講師 林 香月 

患者サポートセンター 地域連携主任薬剤師のご紹介 


